
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフジャケットは、必ず着用されていることと思います。 

定期的に購入される方や大切に使い続ける方がおられる中、改めてライフジャケットを確認すると、「こ

れ…大丈夫かな？」「浮くのかな？」「まだ使えるかな？」と疑問を持ったことはありませんか？ 

 

ライフジャケットに有効期限はありませんが、使用状況によって消耗度合いが変わり、その機能が低下

し、役割を果たさない場合があることが考えられます。 

ライフジャケットは、木や皮などの製品と違い経年変化を楽しむのもではありません。 

必ず、定期的なメンテナンスと交換が必要となります。 

また、メンテナンス方法はライフジャケットの種類により異なります。 

 

固形式であれば、厚みの確認です。薄くなった分、浮力が落ちていると判断してください。 

使用後に真水で濯ぎ、陰干しすると品質を長く保つことができます。 

膨張式は、気室（膨張する部分）に劣化がないか、穴が開いていないかを確認してください。 

穴などがあれば膨らんでも、そこから空気が抜けてしまいます。 

膨張のための炭酸ガスボンベと、自動膨張式の場合は、水を感知するスプールの確認も併せて必要です。 

共通するのは、ファスナーや紐、固定ベルトなどの破損がないか、購入時と変化がないか、よくわから

ない場合は、全体を新品と比較をしてみてください。 

 

交換費用が「もったいない」と思わないでください。命を守るためのライフジャケットです。 

浮かない物では、命を守ることができません。 

必ず定期的なメンテナンスを行うようにしてください。 

メンテナンスの詳細は、お持ちのライフジャケットメーカーのホームページで確認をお願いします。 

発行 

公益社団法人  

北海道海難防止・水難救済センター 

TEL 011-221-1831 

Vo.5  
2024.10.31 発行 WEB 版 

北 極 星 


